
東
京
に
ふ
る
さ
と
な
ま
り
の
花
が
咲
く

八
竜
町
（
旧
鵡
川
村
、
浜
田
村
を
合
体
）

　
十
一
月
二
九
日
、
首
都
圏
在
住
の
八
竜
出
身
者
で
構

成
す
る
「
東
京
八
竜
会
」
の
総
会
・
交
流
会
が
、
恵
示

’
台
東
区
民
会
館
の
精
養
軒
で
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
で
は
、
事
業
経
過
・
決
算
報
告
・
事
業
計
画
案

な
ど
を
協
議
し
、
今
後
の
行
動
の
指
針
と
す
る
青
年
部

・
婦
入
部
の
発
足
な
ど
を
決
め
た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
一
器
虞
会
に
は
、
一
四
七
名
の
会

回
が
伊
那
し
、
町
か
ら
駆
け
つ
け
た
町
長
・
議
会
議
員

・
婦
人
会
・
農
協
青
年
部
な
ど
の
三
二
名
と
合
流
。
懐

か
し
い
名
前
を
呼
び
交
わ
し
、
ふ
る
さ
と
な
ま
り
が
飛

び
交
っ
て
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
に
、
酒
酌
み
か
わ
し
な

が
ら
の
ふ
る
さ
と
談
義
に
花
を
咲
か
せ
る
光
景
が
見
ら

れ
た
。

　
キ
リ
タ
ン
ボ
・
佃
煮
・
イ
カ
メ
シ
ー
ナ
タ
潰
・
梅
漬

な
ど
の
即
売
、
試
食
コ
ー
ナ
ー
に
設
け
ら
れ
た
キ
リ
タ

ン
ボ
鎖
・
漬
物
に
は
沢
山
の
人
だ
か
り
。
懐
か
し
い
味

を
楽
し
ん
だ
。

　
今
回
八
竜
か
ら
持
参
し
た
『
メ
ロ
ン
の
里
か
ら
・
八

竜
ふ
る
さ
と
ス
テ
ー
ジ
」
の
ビ
デ
オ
放
映
で
は
、
画
面

に
懐
か
し
い
友
の
顔
や
最
近
の
故
郷
の
様
子
の
見
い
だ

し
て
、
何
度
も
歓
声
が
わ
き
起
こ
っ
た
。

　
あ
ら
た
め
て
、
ふ
る
さ
と
の
大
切
さ
・
あ
り
が
た
さ

が
身
に
し
み
て
、
ふ
る
さ
と
と
の
絆
を
確
か
め
合
う
一

日
だ
っ
た
。

新
役
員
《
敬
称
略
》

会
長
Ｈ
川
村
幸
信
（
松
戸
市
・
大
口
出
身
）
副
会
長
＝

二
連
朝
雄
（
川
口
市
・
鵜
川
出
身
）
、
阿
部
稔
（
横
浜

市
・
浜
田
出
身
）
、
金
子
秀
雄
（
墨
田
区
・
大
口
出
身
）

S
＝
大
沢
敵
失
（
立
川
市
・
大
曲
出
身
）
、
伊
藤

春
（
練
馬
区
・
鵡
川
出
身
）
　
幹
事
＝
檜
森
宏
（
江

戸
川
区
・
浜
田
出
身
）

恒
例
の
郷
土
芸
能
発
表
会
開
催

青
森
県
酉
頴
軽
郡
岩
崎
村

　
春
ま
だ
遠
い
み
ち
の
く
の
一
月
十
五
日
（
成
人
の
日
）

に
、
村
総
合
ス
ボ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
村
民
約
三
百
名
が

集
ま
っ
て
、
第
二
三
回
報
閣
発
表
会
と
第
七
回
郷
土
芸

能
発
表
会
が
開
催
さ
れ
た
。
芸
能
発
表
会
は
冬
の
娯
楽

の
ー
つ
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
村
内
各

地
の
婦
人
学
級
や
三
味
線
愛
好
会
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
団

体
が
、
歌
や
踊
り
な
ど
日
頃
の
研
讃
の
成
果
を
存
分
に

披
露
し
て
、
詰
め
か
け
た
観
客
に
盛
大
な
拍
手
を
送
ら

れ
て
い
た
。

　
郷
土
芸
能
発
表
会
は
、
村
内
の
伝
統
あ
る
芸
鰯
を
保

存
し
、
広
く
村
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
一
年
お
き
に

開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
年
は
岩
崎
地
区
か
ら
「
花
上
げ

踊
り
」
「
御
慶
山
踊
り
」
、
沢
辺
地
区
か
ら
「
も
ち
つ

き
踊
り
」
、
大
間
越
地
区
か
ら
「
獅
子
舞
」
と
十
数
年

ぷ
り
に
地
元
有
志
に
よ
り
復
活
し
た
「
大
間
返
山
か
け

踊
り
」
が
参
加
し
た
。

沢
辺
地
区
の
「
も
ち
つ
き
踊
り
」
で
は
、
踊
り
の
終
了

後
に
お
祝
い
と
し
て
、
紅
白
の
餅
が
配
ら
れ
、
観
客
を

大
い
に
喜
ぱ
せ
た
。

香
り
の
オ
ー
ナ
ー
「
石
川
そ
ば
」
作
り
に
挑
戦

降
将
珂
（
旧
沢
目
村
、
塙
川
村
を
合
体
）

　
峰
浜
村
で
は
、
平
成
四
年
五
月
か
ら
、
ハ
ー
ブ
（
芳

香
愕
植
物
）
を
栽
培
か
ら
加
工
ま
で
体
験
で
き
る
う
き

う
き
農
園
に
「
香
り
の
オ
ー
ナ
ー
」
を
募
集
し
た
。
応

募
し
た
六
六
名
の
オ
ー
ナ
ー
に
は
、
一
大
約
二
十
坪
の

畑
が
貸
し
出
さ
れ
こ
こ
か
ら
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
ほ
か
ミ

ン
ト
や
タ
イ
ム
、
カ
モ
マ
イ
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ハ

ー
プ
が
収
穫
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
栽
培
実
習
や
ハ
ー
ブ

カ
ル
チ
ャ
ー
ヘ
の
参
加
な
ど
、
す
で
に
五
回
の
「
香
り

の
オ
ー
ナ
ー
」
交
流
会
が
も
た
れ
て
き
た
が
、
さ
る
十

二
月
十
三
日
、
田
中
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
第
六
回
目

の
一
名
脱
会
が
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
日
参
加
し
た
四
十
名
の
オ
ー
ナ
ー
た
ち
は
、
石

川
の
福
士
テ
ル
さ
ん
を
講
師
に
、
「
石
川
そ
ぱ
作
り
」

に
挑
戦
し
た
。
隠
し
味
に
自
ら
の
手
で
栽
培
加
工
し
た

ミ
ン
ト
や
タ
イ
ム
を
使
う
な
ど
、
そ
ば
粉
か
ら
で
き
あ

が
り
ま
で
の
一
連
の
作
業
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
み
な

が
ら
体
験
し
た
。

　
ま
た
、
農
園

で
の
一
年
を
振

り
返
っ
て
の
話

Ｌ
Ａ
口
い
で
は
、

「
も
っ
と
村
の

人
た
ち
と
の
交

流
が
ほ
し
い
」

と
か
、
「
ハ
Ｆ

ブ
だ
け
で
な
く

い
ろ
い
ろ
教
え

て
も
ら
い
た
い
」

な
ど
の
意
見
が

相
次
ぎ
、
積
極

的
な
意
欲
を
見

せ
て
い
た
。
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ト
ン
ネ
ル
跡
の
活
用
－
山
ウ
ド
栽
培

ニ
ツ
井
町
（
旧
ニ
ツ
井
町
、
宿
根
村
、
種
梅
村
、
荷
上

場
村
を
合
体
、
響
村
を
編
入
）

　
ニ
ツ
井
で
は
、
減
反
転
作
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た

山
ウ
ド
作
り
だ
が
、
ト
ン
ネ
ル
跡
を
利
用
し
て
ウ
ド
の

栽
培
に
成
功
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
ニ
ツ

井
山
ウ
ド
部
会
の
メ
ン
バ
ー
で
、
総
勢
は
十
四
名
。

　
各
地
を
視
察
研
究
の
結
果
、
昭
和
五
四
年
に
少
し
で

も
安
定
し
た
農
業
を
と
い
う
願
い
か
ら
、
そ
れ
ま
で
全

く
実
績
の
な
い
ウ
ド
栽
培
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

ト
ン
ネ
ル
と
は
、
荷
上
場
地
区
の
県
道
沿
い
に
あ
る
元

森
林
軌
道
敷
。
延
長
九
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
六
メ
ー
ト
ル

の
か
ま
ぼ
こ
型
。
「
広
さ
は
申
し
分
な
く
、
気
温
さ
え

調
節
で
き
れ
ば
栽
培
可
能
」
と
い
う
識
者
の
意
見
に
支

え
ら
れ
、
平
成
元
年
五
月
か
ら
ス
タ
ー
と
し
た
。
林
業

の
往
時
を
伝
え
る
ト
ン
ネ
ル
も
、
昭
和
三
八
年
に
森
林

軌
道
の
廃
止
以
来
、
実
に
二
六
年
ぷ
り
に
姿
を
変
え
て

港
原
四
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
栽
培
法
は
、
四
月
末
か
ら
五
月
に
か
け
て
株
を
畑
に

定
植
。
翌
年
ほ
ぼ
一
年
後
の
四
月
に
根
株
を
掘
り
出
し

大
型
冷
蔵
庫
に
貯
蔵
し
、
六
月
か
ら
ト
ン
ネ
ル
内
の
土

床
に
植
え
込
む
抑
制
軟
化
栽
培
。
植
え
込
み
が
順
次
行

わ
れ
、
出
荷
が
一
月
末
か
ら
五
月
ま
で
の
促
既
栽
培
が

終
わ
り
、
生
産
量
が
極
度
に
少
な
い
八
月
か
ら
十
月
に

か
け
て
出
荷
で
き
る
た
め
、
単
価
も
高
く
取
り
引
き
で

き
る
。

　
ト
ン
ネ
ル
内
の
栽
培
面
積
は
、
約
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
少
な
い
が
、
有
利
に
栽
培
で
き
る
こ
と
か
ら
、
も

ち
ろ
ん
今
後
も
続
け
る
方
針
。

　
栽
培
の
主
力
品
種
は
、
わ
せ
種
で
あ
っ
さ
り
し
た
白

伍
糸
の
「
東
武
烈
玉
２
号
」
。
曇
辺
人
気
が
高
い
品
種

で
も
あ
る
。

　
ニ
ツ
井
町
の
ウ
ド
は
作
付
面
積
、
販
売
額
と
も
に
全

県
で
の
ト
ッ
プ
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。

首
都
圏
で
も
じ
ゆ
ん
さ
い
大
好
評

山
本
町
（
旧
下
岩
川
村
、
金
岡
村
、
森
伍
村
を
合
体
）

　
去
る
一
月
二
二
日
か
ら
二
四
日
ま
で
の
三
日
間
、
束

京
ド
ー
ム
に
お
い
て
「
東
京
ド
ー
ム
・
ふ
る
さ
と
フ
ェ

ア
」
が
開
か
れ
た
。
わ
が
町
か
ら
は
「
じ
ゆ
ん
さ
い
」

「
あ
き
た
こ
ま
ち
が
ゆ
」
「
山
菜
」
な
ど
の
特
産
品
を

出
品
す
る
と
と
も
に
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
力
を
注
い
だ
。

　
こ
の
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
は
、
全
国
の
「
ふ
る
さ
と
の

昧
」
を
一
堂
に
集
め
、
巨
大
消
費
地
で
あ
る
首
都
圏
に

ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
を
促
進
し
よ
う

と
す
る
も
の
。
三
日
間
の
人
垣
者
数
は
三
七
万
人
に
の

ぼ
り
、
三
回
目
の
参
加
と
な
っ
た
本
町
の
唇
頭
も
行
列

が
途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
を
見
せ
た
。

　
平
成
二
年
度
か
ら
三
年
計
画
で
行
わ
れ
た
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
事
業
を
締
め
く
く
る
こ
の
フ
ェ
ア
は
、
こ
れ
ま

で
参
加
し
た
各
種
の
物
産
・
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も

曇
天
と
評
価
で
き
、
特
に
「
じ
ゆ
ん
さ
い
」
の
Ｐ
Ｒ
に

つ
い
て
は
、
抜
群
の
効
果
を
上
げ
、
今
後
の
販
路
孤
大

に
大
き
く
盾
献
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　
今
後
、
町
で

は
観
光
を
メ
イ

ン
と
し
た
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い
く

計
画
で
、
そ
れ

に
先
立
っ
て
会

場
内
で
温
泉
と

観
光
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、

そ
の
集
計
結
果

を
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
作
成
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

百
万
人
に
届
か
ず
－
能
代
訪
問
の
観
光
客

能
代
市
（
旧
扇
渕
村
、
檜
山
町
、
銭
形
村
、
浅
内
村
、

常
盤
村
を
編
入
）

　
能
代
市
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
め
た
、
昨
年
一
年
間
の
観

光
客
数
は
九
十
五
万
五
千
四
百
七
十
九
大
。

　
能
代
市
の
観
光
醤
厘
は
、
古
く
か
ら
の
自
然
や
名
吟
…
、

伝
統
行
事
、
祭
が
主
力
だ
っ
た
が
、
最
近
は
お
な
ご
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
風
の
松
原
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
毘

沙
門
ま
つ
り
・
檜
山
城
ま
つ
り
・
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
能
代
カ
ッ
ブ
な
ど
の
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
人
気
が

あ
る
。

　
主
な
伝
統
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
・
名
所
な
ど
の
人
出
は

次
の
と
お
り
。

▽
仙
ｗ
代
七
夕
＝
四
万
九
千
人
　
▽
子
ど
も
七
夕
日
三
万

八
千
人
　
▽
の
し
ろ
産
業
フ
ェ
ア
＝
三
万
二
千
人
▽

認
否
海
水
場
＝
一
万
一
千
日
五
十
人
　
▽
能
代
公
園
つ

つ
じ
ま
つ
り
＝
一
万
五
千
百
人
　
▽
能
代
公
園
さ
く
ら

ま
つ
り
目
一
万
四
千
百
人
　
▽
凧
あ
げ
大
会
＝
二
百
二

十
人
　
▽
中
の
申
嫁
見
ま
つ
り
旦
二
千
人
　
▽
日
吉
神

社
祭
典
旦
二
千
五
百
人
　
▽
八
幡
神
社
祭
典
＝
七
千
人

▽
檜
山
公
園
＝
一
万
千
五
人
▽
大
柄
の
滝
な
ど
目
一

万
五
千
七
百
九
十
人
　
▽
能
代
公
園
＝
十
三
万
七
千
凡

百
六
十
四
人
　
▽
能
代
温
泉
＝
二
十
八
万
八
千
七
百
二

人
　
▽
木
材
展
示
館
＝
五
百
十
九
大
　
▽
井
坂
記
念
館

＝
千
凡
百
四
士
二
人
▽
毘
沙
門
ま
つ
り
日
三
千
人

▽
風
の
松
原
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＝
二
千
人
　
▽
能
代
カ

ッ
ブ
全
国
高
校
選
抜
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
＝
八
千

人
▽
の
し
ろ
子
ど
も
ま
つ
り
Ｈ
五
千
人
　
▽
お
な
ご

り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｈ
十
五
万
人
　
▽
菖
蒲
ま
つ
り
＝

二
万
八
千
人
▽
檜
山
域
ま
つ
り
＝
五
千
人
▽
飾
り

七
夕
＝
八
千
人

　
今
年
は
、
県
内
初
の
熱
帯
植
物
園
や
能
代
ね
ぶ
た
な

が
し
館
を
備
え
る
詑
筏
火
力
発
電
の
Ｐ
Ｒ
施
設
が
オ
ー

プ
ン
す
る
。
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